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　2021年11月20日、オンラインセミナー「近世の井戸を水源とす
る都市給水システムを考える―近江八幡・高松・半田―」を開催
しました。
　現代の日本では安全な水を日々不自由なく使えていますので「こ
の国は水に恵まれている」と思われている方が多いと思います。とこ
ろが実際には水が豊かなのではなく、水道をはじめとした水インフ
ラを長い歳月をかけて整えてきたからこそ今の暮らしがあるのです。

　今回は土木史研究者の神吉和夫さんを講師にお迎えし、近世の
井戸を水源とする代表的な地域の水道の特徴や用途の違いについ
て学びました。
　開催レポートはHPで公開中です。また、セミナー参加者からの事
前質問、セミナー中にチャットで寄せられた質問に対して神吉さん
が講演後に回答してくださった内容も掲載しています。
　当日参加できなかった方はぜひご覧ください！

　コロナ禍で取材できず、
休載していた連載「食の
風土記」が2年ぶりに再
開しました。
　これからも各地の水と
風土が織りなす食の文化
を紹介していきますので、
お勧めの料理・食材の情
報があれば次ページでご
案内していますアンケート
フォームからお寄せくださ
い！ お待ちしています。

　本誌で好評連載中の「みず・ひと・まちの未
来モデル」。初年度は長野県松本市の公共井
戸を通じて地域の水場の魅力を探り、松本市
役所に対する政策提言を行ないました。（詳細
はpp.44-49）

　そして2022年1月7日、法政大学現代福祉
学部准教授の野田岳仁さんと野田ゼミ3年生
の皆さん12名がミツカンの東京ヘッドオフィス
に来訪。ミツカン若手社員を含めて、スタートか

ら8カ月に及ぶ研究活動を振り返りました。若
い人たちが経験を積む場の手助けができたこ
とは、センターにとっても貴重な取り組みです。
　本誌では掲載しきれなかった政策提言に関
する資料や研究活動に取り組んだ学生さんた
ちの感想を含め、初年度の松本市における研
究成果が見られるページを当センターHPにて
3月下旬に掲載予定です。メールマガジン等で
お知らせしますので、ぜひご覧ください！

機関誌『水の文化』制作について
　ミツカン水の文化センターで発行しております機関誌『水の文化』70号につきましては、感染防止対策を徹底し、かつパソコンのWEB
カメラも用いて取材活動を行ないました。取材先の皆さまには、顔写真撮影に関してマスクを外していただくなどのご協力をお願いしまし
た。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。71号以降も感染防止対策を徹底したうえで、機関誌『水の文化』を制作してまいります。
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情報募集中！

Webで
公開中！ 近世の井戸を水源とする都市給水

システムを考える―近江八幡・高松・半田―

を開催しました！

 日時： 2021 年 11 月 20 日（土）
  13：30 ～ 15：30
 会場： オンライン
  （Zoomウェビナーにて配信）

 参加者数：  80 名
 講師： 神吉和夫（かんき かずお）さん
  土木史研究者　博士（工学）

 主催： ミツカン水の文化センター
 共催： 一般財団法人 招鶴亭文庫

神吉和夫さん

檜でつくられた木製の水道管と継手『嘉永期建設の水道の模式図』 いずれも招鶴亭文庫蔵
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください
 https://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 25年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ
りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第70号
ホームページアドレス

https://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』70号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
https://www.mizu.gr.jp/form70.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-6784-3056
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


